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東急電鉄田園都市線沿線の自転車利用環境整備 

 

■自転車利用環境の現状と課題 

田園都市線沿線は、駐輪場の整備台数の増加等により、放置自転車の台数は、ピーク時に比

べて大きく減少しています。一方、夕方の時間を中心に、駅前の買い物を目的とした放置自転

車が依然として多いことから、官民が連携して需要に見合った整備台数の確保を図るとともに、

買い物等の短時間駐輪を対象とした駐輪環境の整備について検討する必要があります。 

 

■対応の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：「せたがやiMap」を基に作成  

池尻大橋駅 

コミュニティサイクル

導入駅の経堂駅方面、

等々力駅方面の南北動

線と連携を強化し、利

用促進を図ります。 

三軒茶屋駅 

民間シェアサイクルの導入支

援、利用促進等により、小田

原線方面との南北動線の強化

を図ります。 

駒沢大学駅 

桜新町駅 

用賀駅 

駒沢大学駅周辺の放置自転車

実態、またコロナ禍の影響に

よる利用実態や駐輪需要を踏

まえて、既存駐輪場の利用環

境改善を進めるとともに、隣

接する三軒茶屋駅とあわせ

て、駐輪スペースの確保を検

討します。 

経堂駅 

二子玉川駅 
等々力駅 

電動アシスト自転車等の大型

自転車の利用需要に対し、既

存駐輪場の対応を進めます。 

成城学園前駅方面の南北動線の強化、コ

ミュニティサイクルや民間シェアサイク

ル導入等により、利用しやすく、安全安

心な自転車利用環境の形成を図ります。 
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東急電鉄田園都市線・東急電鉄世田谷線：三軒茶屋駅の自転車利用環境整備 

 

■自転車利用環境の現状と課題 

三軒茶屋駅周辺は、交通の要衝に位置するとともに、キャロットタワーが区の文化や観光の

発信地であり、商業・サービス、業務、文化等の機能が充実し、多くの人でにぎわう区を超え

た広域的な交流の場として、都市整備方針において「広域生活・文化拠点」に位置づけられて

います。また、2019 年３月に策定された「三軒茶屋周辺まちづくり基本方針」では、「つたえ

る」「つなげる」「はぐくむ」を方針として掲げ、にぎわいの創出を目指しています。 

駅周辺では、商業施設の前や世田谷通り、玉川通り、茶沢通り沿いに放置自転車が多い傾向

にあり、令和元年の放置自転車撤去台数は約4,500台と区内では２番目に多い状況が続いてい

ます。また、玉川通りの南側の駐輪場が不足しています。官民が連携して需要に見合った整備

台数の確保を図るとともに、買い物等の短時間駐輪を対象とした駐輪環境の整備について検討

する必要があります。 

また、駐輪場により利用率に差があるため、利用率が低い駐輪場については、利用促進策を

講じることにより有効活用を進め、さらに自転車利用環境の向上を図ります。 

なお、三軒茶屋北レンタサイクルポートは施設の老朽化により稼働率自体が低下し、利用率

が低いため、施設整備や土地の有効活用を踏まえ、今後のあり方を検討します。 

 

■対応の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

短時間の買い物を目的とした放置自転車

が多いことを踏まえ、官民が連携して買

い物等の短時間駐輪を対象とした駐輪環

境の整備を検討します。 

一方、通勤・通学のため駅へアクセスす

る自転車の長時間駐輪については、隣接

する駒沢大学駅とあわせて、駐輪スペー

スの確保を検討します。 

また、電動アシスト自転車等の大型自転

車の駐輪需要に対し、既存駐輪場の対応

を進めます。さらに、利用率に応じた利

用料金の見直し、放置自転車の防止と駐

輪場への誘導の連携強化等により、既存

駐輪場の利用を促進します。 

三軒茶屋北レンタサイクルポートは施

設の老朽化により稼働率自体が低下

し、利用率が低いため、施設整備や土

地の有効活用等、今後のあり方を検討

します。 

凡例
　　放置禁止区域 駐輪場

駐輪台数

自転車 原付
自動
二輪

11台～

6～10台

1～5台
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東急電鉄田園都市線・東急電鉄大井町線：二子玉川駅の自転車利用環境整備 

 

■自転車利用環境の現状と課題 

二子玉川駅周辺は、再開発事業等により都市基盤の整備や土地の高度利用、都市機能の更新

が図られています。また、自然環境と調和し安全で魅力ある商業・業務・住居機能を備えた、

区を超えた広域的な交流の場として、都市整備方針において「広域生活・文化拠点」に位置付

けられています。 

鉄道駅としても、田園都市線・大井町線の乗換駅かつ急行停車駅であるため、駅乗降客数が

非常に多くなっています。通勤・通学による駅へアクセスする自転車の利用範囲を見ると、喜

多見、宇奈根等、西側に広く伸びており、これらの地区は人口の増加が想定されるため、今後

も駅への自転車乗入台数は増加すると考えられます。また、以前より兵庫島公園近辺に放置自

転車が多数あり地域の課題となっています。これに対して、区では駅西側は、二子玉川西自転

車等駐車場を改修し、整備台数の増加を図りました。 

駅東側は、二子玉川東地区の再開発により多くの駐輪場が整備されたため、まだ収容能力に

余裕があり、坂道を苦にしない電動アシスト自転車の普及・浸透により想定される、駅東側及

び北側方面からの自転車利用の増加にも対応できると考えられます。 

また、令和２年度より二子玉川における民間シェアサイクル実証実験が開始されました。二

子玉川公園、多摩川河川敷等のまちなか観光資源があり、営業対象の店舗・事業所も多く存在

する二子玉川では、ポートからポートへの短距離移動を基本とする民間シェアサイクルが効果

を発揮することが期待されます。 

 

■対応の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

電動アシスト自転車の普及浸透

により、今後増加すると考えら

れる東側・北側方面から駅周辺

へのアクセスについて、既存駐

輪場の有効活用や民間シェアサ

イクルの活用等により、対応を

図ります。 

駅近辺のポート確保により、民間

シェアサイクルの利用利便性を高

め、効果的な活用を図ります。 

今後も増加すると思われる西側方

面から駅周辺への自転車アクセス

に、民間シェアサイクルの活用等

により、対応を図ります。 

凡例
　　放置禁止区域 駐輪場

駐輪台数

自転車 原付
自動
二輪

11台～

6～10台

1～5台
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５
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東急電鉄大井町線・東急電鉄目黒線・東急電鉄東横線沿線の自転車利用環境整備 

 

■自転車利用環境の現状と課題 

大井町線・目黒線・東横線の各駅は、前ページの二子玉川駅を除き、いずれも地形上、国分

寺崖線の上に位置しています。そのため、鉄道路線南側からの駅へのアクセスが坂道となるこ

とから、駅利用者数に比べ、自転車乗入台数が少ない区域でした。しかし、近年、坂道を苦に

しない電動アシスト自転車の普及・浸透により、乗入台数が増加し、また、チャイルドシート

付電動アシスト自転車等の比率も九品仏駅・尾山台駅で 40～50％に達する等利用が高まってき

ています。 

鉄道路線南側の国分寺崖線の坂下の区域では、マンション建設が続いており、今後も子育て

家庭等を中心に人口の増加が想定されます。商店街やスーパーマーケットの多くは各駅周辺に

位置することから、通勤通学における駅へアクセスする自転車、買い物等の利用の自転車の両

方に対し、大型自転車対応を含め、需要に見合った駐輪環境の整備等が必要となります。 

これらの駅の西端にあたる二子玉川駅周辺では、令和２年度から民間シェアサイクル実証実

験を行っています。電動アシスト自転車を配備し、ポートからポートへの短距離移動を基本と

する民間シェアサイクルは、駅利用圏に国分寺崖線を含む大井町線・目黒線・東横線沿線にお

いても高い効果を発揮すると考えられ、今後の展開が期待されます。 

 

■対応の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：「せたがやiMap」を基に作成 

  

二子玉川駅 上野毛駅 

等々力駅 

自由が丘駅 尾山台駅 

九品仏駅 

奥沢駅 

二子玉川駅周辺で実証実

験中の民間シェアサイク

ルについて、大井町線方

面への順次展開を目指し

ます。 

国分寺崖線下からの自転車利用の増加及び大型自転車

の増加への対応を図ります。コロナ禍の影響による利

用実態や駐輪需要を踏まえ、区や鉄道事業者等による

利便性の高い新たな駐輪場の整備を検討します。 

 

等々力駅の南北動線（桜新町駅方

面）に沿った安全安心な自転車利

用環境の形成を図ります。 
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東急電鉄世田谷線沿線の自転車利用環境整備 

 

■自転車利用環境の現状と課題 

世田谷線は、南北動線を含む路線として京王電鉄京王線、小田急電鉄小田原線、東急電鉄田

園都市線と結節しています。 

駐輪場が整備されている駅は、松原駅、上町駅、世田谷駅の３駅となります。駅前放置自転

車台数は少ないが、引き続き駐輪場への駐輪を誘導する等、適正な利用を図る必要があります。 

 

■対応の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：「せたがやiMap」を基に作成 

 

 

松原駅 

駐輪場の利用率が高くない駅については、周

辺での買い物客等について、駐輪場への駐輪

を誘導する等、適正な利用を促します。 

山下駅 

宮の坂駅 

若林駅 

西太子堂駅 
世田谷駅 松陰神社前駅 

上町駅 

下高井戸駅 

三軒茶屋駅 



 

 

 

 

 


